
 
 

  

１１．．装装置置のの詳詳細細説説明明  

１．１ はじめに 

 近年、我が国の下水道事業では、人口減少による流入水量の減少やこれに伴う使用料収入の

減少、老朽化施設の増大に伴う改築更新費用の増加、熟練技術者の減少に伴う維持管理の脆弱

化、消費電力量や温室効果ガス排出量の削減に対する社会的要請の高まりなど、様々な課題を

抱えており、持続可能な下水道経営を実現するための方策の一つとして、水処理施設の運転の

効率化が求められている。 

 二点DO制御を用いた省エネ型OD装置（以下、「本装置」という。）は、我が国の小規模下水

処理場（処理能力10,000 m3/日未満）で最も多く採用されているオキシデーションディッチ法

（以下、「OD法」という）を対象とした技術であり、安定した処理水質と省エネルギー・省コス

トを同時に実現する装置である。また、本装置は、水温や水質等の流入条件によっては、従来

のOD法よりも高負荷条件、すなわち、処理時間を短縮することが可能であり、既存施設を活用

した処理能力増強も可能とする装置である。 

 

１．２ 本装置の構成 

本装置は、図 1 に示すとおり、縦軸水流発生装置、散気装置、溶存酸素計（以下、「DO 計」

という）、送風機、並びに、本装置の特徴である「二点DO制御」を実装したコントロールユニ

ットから構成される。 

 

 
図 1 本装置の概略フロー（左）と主要構成機器（右） 

第第  4477  回回  
優優秀秀環環境境装装置置  

経経済済産産業業大大臣臣賞賞  

―5―



 
 

１．３ 本装置の特徴及び原理 

 OD法は、無終端水路の反応タンクにおいて、主に機械式エアレーション装置を用いて、汚水

を循環させながら曝気・撹拌を行う下水処理方式である。OD法は、他の下水処理方式と比べて、

低い負荷条件で処理を行うのが特徴であり、水理学的滞留時間（HRT）は24～36時間を標準と

している。また、OD法は、反応タンク内の活性汚泥浮遊物質（MLSS）濃度が高く、固形物滞留

時間（SRT）が長いことから、硝化反応が進行する。そこで、従来のOD法では、一般的にタイ

マー制御を基本とする間欠曝気運転を行うことで反応タンク内に時間的に好気状態と無酸素状

態を交互に形成させ、硝化に伴うpH低下を防ぎ、処理の安定化を図っている。そのため、流入

負荷量の変動に対して、エアレーション装置の運転を柔軟に追随させることが難しく、省エネ

ルギー化を図ることが困難であった。 

本装置の特徴である「二点DO制御」は、図1に示すとおり、反応タンク内に設置した2箇所

の DO 計の値を用いて、当該 2 点間の溶存酸素（DO）濃度の勾配が一定となるよう、曝気風量

（送風機の回転数）と循環流速（縦軸水流発生装置の回転数）を独立して自動制御を行う。こ

れにより、流入負荷変動とこれに伴う活性汚泥の酸素消費速度の変動によらず、反応タンク内

に空間的に好気状態と無酸素状態を安定して形成させることが可能となり、連続曝気の条件下

でも安定した処理が可能になるとともに、流入負荷量に応じた酸素供給が行われることにより、

省エネルギー化も可能となる。 

流入負荷量が増大した高負荷時の場合を例に二点DO制御の概念図を図2に示す。 

 

 
図 2 二点DO制御（高負荷時の場合）の概念図 
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